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ミ
ミ
　
　

　
　
　
　
　
雑
　
　
　
　
報

　
　
　
　
　
ミ
さ

　
◎
天
文
協
會
の
ポ
ヅ
ダ
ム
賞
誉

　
「
入
六
三
年
創
立
以
來
世
界
的
協
同
事
業
に
大
な

る
功
績
な
墾
げ
た
國
際
天
際
苗
標
（
》
露
目
。
岡
回
包
冒
陣
。
。
巳
卍
①

O
露
＝
陰
・
δ
も
、
主
唱
者
☆
る
濁
逸
が
戦
鍋
の
中
心

地
で
あ
っ
暮
六
め
、
論
式
沙
汰
な
聞
か
な
か
っ
六
が

昨
一
九
一
二
年
八
月
目
至
っ
て
、
其
の
二
十
四
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
四
U
間
、
八
年
ぶ
り
で
総
會
を
ポ

ツ
ダ
ム
に
開
い
れ
、
聖
画
の
模
様
を
聞
く
に
、
総
會

議
長
は
丁
球
コ
ベ
ソ
ハ
ゲ
ン
の
ス
ト
ロ
エ
ム
グ
レ
ン

感
厚
　
そ
れ
に
塗
湿
し
六
の
は
匂
約
二
百
峯
で
、
國

は
十
六
ケ
圃
に
わ
実
っ
て
ゐ
拠
ぐ
」
い
ふ
。
其
の
密
な

學
者
月
の
名
た
蹴
醗
曜
り
る
ご
、
ス
井
デ
ン
㎜
園
か
ら
ば
μ
ス
挙

グ
ホ
々
ム
の
が
：
リ
ソ
教
授
、
ウ
プ
サ
ラ
か
ら
は
フ

す
ソ
⑨
ツ
サ
イ
。
佃
〃
数
授
、
ノ
膨
エ
イ
國
か
ら
に
グ

噂
ス
チ
ヤ
ニ
ア
の
膨
ー
ス
氏
、
ブ
イ
ソ
ラ
ソ
ド
國
か

ら
に
フ
〃
イ
エ
〃
ム
璃
、
ナ
ラ
ソ
ダ
國
か
ら
有
名
な

カ
プ
タ
イ
ン
教
授
や
、
フ
ア
ン
⑤
り
ー
ソ
、
エ
ン
ユ

爾
民
。
英
國
か
ら
は
エ
デ
イ
ン
下
ソ
教
授
及
び
コ
〃

テ
イ
師
、
ヌ
、
濁
二
人
鑑
し
‘
て
ば
バ
ウ
シ
ン
ゲ
〃
，
ハ

ル
ト
井
ヒ
、
ア
イ
ソ
シ
タ
イ
ン
、
グ
ロ
ス
マ
ン
、
子

ル
ン
ス
ト
、
ル
ン
ゲ
、
シ
ヨ
〃
，
ヴ
ヰ
へ
〃
ト
、
プ
ラ

イ
、
キ
イ
y
レ
等
の
蹴
霊
宝
艦
授
で
あ
っ
・
ア
F
O

　
ス
ト
ロ
エ
ム
グ
レ
ン
敏
授
は
宜
ハ
の
演
説
で
勧
戦
争

中
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
グ
ソ
天
丈
肇
が
、
キ
イ
〃
の
中
央

局
に
代
っ
て
団
際
函
丈
報
、
擁
な
受
持
つ
六
こ
ご
、
そ

れ
か
ら
叉
、
論
交
や
報
告
類
の
交
換
邊
蓮
な
媒
介
し

れ
こ
ぜ
々
述
べ
塾
喝
釆
な
博
し
郭
O

　
會
含
中
、
多
く
の
論
女
が
機
表
さ
れ
、
皆
何
れ
も

最
近
天
文
玉
上
の
遜
歩
玉
無
に
資
す
う
も
の
で
あ
っ

れ
○
例
（
ば
、
ハ
ゲ
y
師
は
多
く
の
暗
黒
星
雲
か
紹

介
し
、
キ
エ
〃
玩
は
今
ま
で
望
遠
鏡
や
霧
眞
で
翻
測

さ
れ
六
新
事
實
の
若
干
を
解
召
し
、
ツ
ア
づ
ペ
ル
馬

は
富
商
中
の
暗
々
の
質
量
が
理
想
ガ
ス
髄
内
の
分
子

ご
同
N
し
法
榊
則
に
從
っ
て
み
ろ
こ
ご
カ
㎝
ざ
か
蓮
べ
沁
．
o

二
心
ン
ベ
〃
グ
域
に
星
の
光
が
奄
測
る
ぬ
め
の
光
電

油
の
敗
艮
設
備
か
設
明
し
、
之
れ
に
よ
っ
て
、
實
に

星
の
光
度
の
一
萬
分
り
皿
な
も
測
る
こ
芝
が
膿
．
來
る

こ
ε
ル
示
し
れ
0
叉
ス
ヰ
デ
ソ
の
　
ム
氏
は
μ
ハ
一
度

の
行
員
撮
影
に
よ
っ
て
、
星
の
色
か
簡
輩
に
決
定
す

る
こ
ε
が
幽
來
る
山
力
鼻
紋
蓮
べ
て
、
、
會
一
飛
一
［
例
な
警
闘

か
し
カ
。
滑
れ
ば
將
來
の
天
贈
物
理
學
上
、
非
常
に

重
要
な
噛
、
ざ
に
．
強
手
ひ
無
い
○
オ
ラ
ン
契
勃
ウ
下
レ
ヒ

ト
の
モ
〃
武
に
星
の
ス
。
（
〃
ト
か
の
光
輝
の
分
布
か

測
る
れ
め
新
し
い
測
微
縦
な
紹
介
し
，
影
響
ヴ
ィ
ン

の
オ
ペ
ソ
ハ
イ
ム
教
授
は
星
の
蓮
動
に
歯
す
る
一
つ

の
新
読
な
費
表
し
れ
。

　
丸
年
（
　
九
二
ご
年
、
即
ち
今
年
大
正
十
．
一
年
の
）

胃
口
証
に
拭
＋
ニ
フ
ン
ダ
領
印
度
へ
遽
征
隊
ん
～
振
邊
ゴ
、
ろ

雰
め
の
委
螢
曾
が
任
命
さ
図
鑑
〇
ご
れ
で
、
前
年
の

エ
デ
イ
ソ
ト
ソ
激
授
が
相
罫
原
理
に
關
し
ア
フ
》
カ

で
や
つ
六
の
ピ
同
じ
槻
測
が
行
は
れ
、
る
筈
で
あ
る
〇

　
一
同
に
有
名
な
ポ
ツ
ダ
ム
．
の
天
盛
塁
な
訪
れ
、
そ

こ
で
ば
密
封
原
理
准
實
瞼
的
に
諮
明
す
ろ
六
め
の
ア

イ
ン
シ
タ
イ
ソ
塔
が
フ
ロ
イ
ン
ド
リ
ヒ
敏
綬
に
よ
っ

て
紹
介
ぜ
ら
れ
れ
○
此
の
際
．
天
髄
物
理
の
大
家
グ

ト
ニ
ク
氏
は
新
ぺ
〃
リ
ン
天
丈
豪
長
に
ヤ
叉
、
ル
ー

デ
ン
ド
〃
フ
氏
は
ポ
ツ
ダ
ム
の
薪
塁
鳥
に
任
ぜ
ら
れ

虐
。
・
あ
〃
デ
ソ
ド
ツ
フ
民
ば
か
の
戦
時
中
携
名
潜

轟
か
し
れ
ル
ー
デ
ン
ド
か
フ
將
軍
の
弟
で
あ
る

一
行
に
、
叉
、
同
地
の
測
地
墨
會
な
も
訪
問
し
、
い

ろ
ん
な
立
派
な
設
備
が
見
ぜ
ら
れ
た
o
丁
度
米
國
ア

ン
ナ
ポ
リ
ス
ざ
無
線
電
信
が
交
換
さ
れ
て
む
る
宥
檬

が
、
非
常
な
興
味
を
以
っ
て
見
物
さ
れ
敢
。

　
四
1
1
間
の
間
，
會
含
ば
首
尾
よ
く
行
に
れ
．
一
同

は
學
術
上
及
び
友
誼
上
、
大
渦
足
た
感
じ
、
ポ
ツ
ダ

の
人
々
に
謝
す
る
感
謝
の
念
な
畳
え
な
が
ら
、
別
れ
冒

れ
。

次
會
弩
ペ
ソ
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
か
跨
る
筈

㊧
ス
テ
ゼ
ン
ス
に
鞠
　
蝋
九
ご
二
年
以
來
米
國

イ
リ
ノ
イ
大
副
天
恩
憲
書
長
で
あ
っ
れ
正
ス
テ
ビ
ン
ス
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（
旨
．
3
c
転
げ
σ
ぎ
“
）
氏
．
ぼ
今
回
ゴ
ム
ス
ト
グ
（
9
0
．
0
9
冒

m
叶
。
爵
）
氏
の
後
影
つ
い
で
、
ウ
チ
シ
バ
ア
ソ
天
交
塁

長
ε
な
つ
れ
。
同
晟
は
一
九
〇
八
年
手
翰
、
セ
レ
ニ

ウ
ム
光
度
計
や
光
電
光
度
計
な
天
仁
麹
測
に
用
み
れ

最
初
の
人
で
、
鋳
れ
に
よ
っ
て
ア
ル
ゴ
ー
ッ
の
第
二

極
小
光
度
を
登
見
し
れ
府
名
な
る
新
型
學
者
で
あ
ろ

　
　
～
9

　
　
　
　
質
　
　
疑
　
　
欄

〔
四
〕
　
我
太
陽
糸
の
移
動
は
（
ツ
ク
レ
ス
星
座
叉
は

　
琴
座
織
女
の
方
向
何
れ
に
向
っ
て
進
ん
で
居
る
の

　
で
す
か
（
e
Y
氏
）

（
答
）
　
一
九
｝
0
年
頃
ポ
ン
ス
民
が
決
め
れ
結
果
で

　
は
、
赤
経
十
入
時
二
分
、
赤
緯
北
三
十
四
．
度
三

　
位
、
即
ち
（
ル
ク
レ
ス
座
の
一
端
で
織
女
の
西
南

　
十
度
足
ら
す
の
ガ
向
へ
進
行
し
て
居
る
こ
ε
に
な

　
り
ま
す
。
こ
れ
等
は
か
な
り
信
用
し
て
よ
い
結
果

　
で
ぜ
う
。

尺
に
よ
っ
て
太
陽
糸
の
進
む
方
陶
が
少
し
二
っ
て

　
書
い
て
あ
る
の
は
．
其
推
算
に
使
つ
敦
恒
星
の
蓮

　
動
の
大
さ
や
ス
ペ
グ
ト
〃
の
種
類
に
よ
う
の
で
、

　
や
か
・
ま
し
・
、
号
直
へ
ば
ら
ご
・
り
い
ふ
材
．
料
あ
・
使
っ
て

　
勘
定
し
跨
所
で
は
こ
ん
噸
結
果
に
な
ろ
ε
一
々
こ

　
定
わ
る
よ
り
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
大
祇
織

　
女
の
近
傍
と
．
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
居
ま
す
（
K
K
）

〔
五
）
　
邦
文
の
球
面
三
角
法
に
關
す
る
門
歯
者
に
適

　
當
な
頁
書
（
G
Y
）

（
答
）
（
一
）
須
永
輿
平
蓮
、
上
野
清
校
閲
「
球
面
三

　
角
法
講
義
」
（
二
）
松
村
定
次
郎
著
「
新
撰
三
魯
法
」

　
（
一
）
に
大
膿
ト
ド
ハ
ン
タ
ー
の
本
に
よ
つ
六
ら
し

　
く
、
色
々
幾
何
學
的
な
性
質
や
閲
麗
な
ご
詳
し
く

　
書
い
て
あ
煽
ま
す
（
修
學
堂
機
智
．
「
債
一
圓
牛
位

　
か
）
o
（
二
）
は
博
丈
量
百
科
全
書
第
六
二
編
で
李
面

　
三
角
の
次
に
球
面
の
部
が
難
い
て
あ
り
ま
す
C
箪

　
に
球
霞
三
角
法
の
墓
本
定
理
な
無
う
だ
け
な
ら
ば

　
（
二
）
で
も
充
分
で
す
（
K
K
）

〔
六
〕
　
一
般
星
學
に
嘉
す
る
英
交
の
夏
疹
考
古
ス
T

　
M
生
）

（
答
）
．
一
冊
で
星
野
全
般
を
の
ぜ
て
あ
る
一
旦
書
ぼ
齢

　
い
や
う
で
す
。

　
一
、
男
戸
寓
ε
犀
窪
≧
登
営
口
○
臼
。
江
。
⇔
け
Q
》
弩

　
　
0
8
ヨ
団
■
（
”
①
＜
回
ロ
α
Φ
侮
　
①
仙
．
）
お
一
⑪

　
二
』
C
｝
網
。
讐
面
●
睡
．
諄
目
皐
嗣
W
o
o
犀
o
h
Q
窪
①
琶
一

　
　
・
ざ
＃
8
0
厳
、
●
（
一
西
Φ
＜
｛
①
O
島
　
の
急
「
）

兜
づ
こ
の
二
舩
が
よ
い
で
ぜ
う
。
（
一
）
ば
饗
し
初

　
歩
的
で
津
　
ゼ
仙
ロ
々
よ
．
η
り
～
ビ
い
○
価
撤
ハ
圓
坐
・
位
（
二
）

　
ば
少
し
最
近
の
部
分
が
足
ら
ぬ
か
も
知
れ
ま
ぜ
ん

が
程
度
俵
Ω
）
よ
り
少
し
高
く
有
名
で
す
Q
一
九

　
一
．
玉
年
頃
の
神
行
の
も
の
口
悪
融
業
t
二
十
鍍
。

　
こ
れ
よ
り
詳
し
い
の
葎
御
希
望
な
ら
ば
各
部
門
だ

　
け
秘
読
い
六
本
を
集
め
る
か
で
も
ず
る
よ
り
仕
方

　
あ
り
ま
ぜ
ん
（
観
）

〔
七
〕
　
若
し
墨
守
星
眠
赤
墨
で
る
定
せ
ば
眼
の
色
盲

　
検
査
の
必
要
あ
り
ま
ぜ
ん
か
。
（
T
M
生
）

（
答
）
　
あ
る
で
ぜ
う
。
例
（
ば
或
色
の
色
盲
な
ら
其

　
色
味
奄
竜
つ
ぬ
星
、
ば
弱
く
な
る
で
ぜ
う
し
。
光
度

　
の
強
弱
丁
重
は
わ
か
る
に
し
て
も
極
大
電
極
小
ミ

　
で
色
の
逢
る
腿
光
星
の
観
測
な
．
ε
で
は
外
の
観
測

　
者
の
結
果
書
憾
む
か
も
知
れ
ま
せ
ん
（
K
K
）

　
　
　
△
　
△
．
△
　
△
　
△
　
△
　
△
　
△

　
　
奇
態
な
火
玉
観
測
濡

米
國
ア
マ
ア
ス
ト
天
等
質
長
ト
ド
博
士
の
友
人
だ
と

い
ふ
B
マ
カ
フ
イ
茂
の
言
で
あ
る
ぜ
て
、
一
外
國
薪

聞
の
報
ず
危
ミ
こ
ろ
に
隷
れ
ば

「
争
ド
教
授
に
、
南
米
智
利
國
チ
ヤ
ニ
ヤ
ラ
来
O
冨

　
口
母
巴
）
に
あ
ろ
或
る
鑛
山
坑
で
に
↓
一
九
二
四
年

　
に
度
々
，
火
星
が
其
天
頂
か
通
過
す
る
こ
書
な
．
獲

　
見
し
れ
。
吾
人
ば
此
の
竪
坑
全
髄
な
墓
蓮
鏡
の
筒

　
重
し
て
使
ひ
象
い
ミ
思
っ
て
み
る
。
直
握
ば
五
十

　
フ
イ
ト
あ
る
◎
ガ
ラ
ス
鋭
な
作
ろ
の
が
困
難
な
の

　
で
代
り
に
、
直
樫
五
十
灰
の
卒
ら
か
電
餓
皿
に
水

　
銀
な
湛
え
や
ラ
○
此
の
膿
ぱ
或
｝
定
の
速
度
で
回

　
縣
さ
ぜ
る
ご
、
水
銀
爵
ぱ
丁
度
減
丈
通
り
に
闘
颪


